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犬の内頚動脈 if司の研究

古知I ~t まff:
(北海道大串獣畏撃部家帯解剖塾教電:主任高畑致授)

1.緒 言

HERING (1924)の頭勤駅洞反射の確認以来，と

の部に関する多数の研究が現われたが，これらは

主とLて入掠に於ける頚勤扱洞反射におする主宰

神経，神経格)/<に闘するもので，家畜に就いて比

較角f~'ïij率的特に血管墜の刺殺J撃的措治に主体をm

いた研究は比較的少ない。現在との部が正常体に

於ても膨大している事実を否定する有-はないが，

その膨大の程度及びその生王Ilt的立義等に関して辻

意見の一致を訣く匙が少なくない。特に戸jJ治:J干の

死後に見られる高度の影大に説いての解科;土不充

分である。

著;高-は犬の頭動原誌の研究中， 1同部の材料を

多数蒐集し.{一号・たので，該部の比較解剖率的研究を

行い，組織撃的所見によりその機能の一端を解明

せんと試みた。今回犬に於けるとの部並びに近接

動膿の組織皐的措迭につき籾か興ら!とある所:見を得

たので，誌にその成績を報告し御批判を仰ぐ次第

である(本論文の要旨は同事1128年 513第 58回日

本f幹部事合総合に於て報告した}。

11". 賓験材料と方法

内耳i動原j同の観察を主とする材料は第 1去に

示す如くである。

部ち生後汚日からラ年迄の雄 24 伊~，同じく 10 日から

14年迄の雌 16例，計40例の雑犬を用いた。このうち堆7

伊~，堆 8 例，計 lラØ1Jは連続横断切片ーとし，位の雄 17 例，

雌8剖，計2ラ拐H工縦断単切片とし，可及的接続動脈の検出
に努めた。 この維新単切片から検出し得た軍1訴は2ラ例中

総頚動脈 18O1J，洞部2ラ例. 1巧頚動脈22到，後頭動脈(IJ、

動訴を含む)16例，外奪還b訴24伊jであり，以上ラ部が同一

切片J-_にすべて検出されたものは8W!lだけであった。

放血致死後，各材科犬の顎下器、及び間近リ γパ箆，二

腹欝，舌下神経，其の弛結合組織を除去後，稔頚望書採分妓

訴を露出観察し，この部を中心に上下約1.5-3.0cmの長

さに切断現出し，固定液に投入した。 4f:売では装1言動採末

端を結悲し， 同i員1]稔顎5語辞よりホルマリ y (4，?~)を注入し

て， 人工的に務部を力目撃巌;翌三させた後，注ス部を結禁して

裂出固定しずこ。 百定にはゆだホルマリシ援を吊L、切片

はすべてパラブ {y包埋により，そのj享さは 7-1011であ

るc 染色は WEIGERT氏弾力線誰染色を主とし，更にへ

マトキシリ y.ェオジシ染色， van Gieson染色を併用した。

以上表示したものの外， 1同部の生体捜察及ひ被務注入

による影響を見る立的で生後2年の雄犬 i例を捷用した。

更に7111}部及び近接動脈と比較対照する目的で生後3月及び
8月のもの各 i例，並びに2年のもの2訊]，音j-4 O1Jを用L、

このうち 2O1Jには大動脈弓，胸部大動訴，腕原動脈幹，左

右鎖、骨下重tJlI最起部，志総:頚動脈起部，問中央部，向末端部，

内頚・外顎及び舌輩阪の各本幹等から，他の2例ではこの

他に腎，腹控，上競15膜，タト韻骨等の各動脈起部から横断

及び維持;茸]片を作哀したっその外馬，牛，山羊，猫，狽等

の材料を採取しよ主較対照した。

111.費接成績

1. 肉眼的所見

犬で;土内頚勤扱はすべて上頚部の顎下腺に被

われた総頚動探求訴iの背内fr!1J~亡起り，背上走し少

Lく前I斗方tこ{頃斜Lつつ，日;主主に至るItIJは比較的

意iHく旦つ短かい。との動振の起部比故血致死の材

料亡、試肉眼的によ汗i切な膨際を認め難く，特に 2歳

以下の若犬に於ては不明瞭で・ある。 lf日jの生体観
察で;工詞部に著明な膨隆と持重主主認めた。本初jの

死後左側のj致事j 注入による入工-jJllJII~の結果は生体

に見られる如き膨隆を来たし非加Æt~の右側では

起部ι組めて軽度の捺張が認められたにすぎない。

新宮{材料で沃出末梢校結禁後ホルマザン注入

を行った4例(以下加帳例と稿す)でもとの部に者:

UJ1な膨隆が現われた。とれら力I1IU'~例の横鶴切片標

本から分i技前の総頚動脈，i同中央部，内頭重bH豆幹?

喜主主空車研究 第 I巻第4競(昭和29年}
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Table. 1. Animals Used for Experiments 

Body Body 
Sex AAngie moaf l ;!WB訟eoigdgy)ht liiexaSmidie ned |r A的No関~al I Sex AAgne imoaf 1;  1 出&;jex回Sid泊eed 

Male iラdays 0.6 Right 21 I 話ale 7months 130 Left 

2 " 38 " 1.4 Left " 2 years 4.0 " 
3努 " 38 " 1.5 " 

24，2ラ，2263 
" 2 " 8.2 Right 

4 " 3months 2.6 " " 2 " 10.0 Left 

ラ寺号 " 3 " 2.7 " 27 " 2 " 10.5 Right 

6持 " 2 years 12.0 " 28 " 2 " 12.0 Left 
、

7寺号 " 2 " 14.2 " 29 " 2 " 13.0 J門

8 Female 10days 0.6 " 30 " 2 " 14ラ " 

9 " 30 " 1.0 " 31 " 5 " 6.0 " 

10 " 30 " 1.1 " 32 " ? 14.0 Right 

11 " 2 months 1.0 " 33 Female 2 years 7.1 Left 

12 " ラ" 2.ラ " 34 " 2 " 7.2 " 

13 " 2 years 7.ラ " 3ラ " 2 7.3 " 

14 " 2 " 8ラ " 36 " 2 円 8.1 " 
iラ " 2 " 11.0 Right 37 " 2 " 11.0 Right 

16 Male 3months 2.1 " 38 " 2 " 16.0 Left 

17， 18 " 3 " 2.5 " " 14 " 1ラ.0 " 

19 " 3 " 3.7 Left ララ 14 丹 ? " 
20 " ? 38 " 

Animal No. 1-1ラareserial transversal sections， and animal No. 16--40 are single 
longitudinal sections. 

骨 Materialsinjected with formol through the S仇 usαγteγ釘ecαrotidisintcγ匁αe.

Table. 2. Diameter of 4 Arteries in Materials Injected with Formol 

Diameter of Each Artery (mm) 
Animal No. Age of Animal A.cαrotis 

coηtmun~s 

3 38days 1.6x 1.1 

5 3months I.6x 0.8 

6 2 years 2.8x2.0 

7 2 " 2.1 x ¥.7 

外頚動脹の 4部に就き各内経を測定したととろ，

第2表の如き成結を収めた。

即ちとれらの例で、は親、頚動探は洞部を分出し

て外頚動振に移行するが，その内径は総頚動旗の

それにほぼ等しい。海部;工事皇、頚鼓脹によとべその内

径僅かに小さく，恰もランプホヤ朕を呈L，その

末端は急:に縮小して所話内頚勤扱幹に移行する。

との血管内注入を行った結果務部が特に影出する

事責は 2{到!の馬でも認められた。非注入例のおで

Sinus 

¥.2xO.6 

1.4 x 1.0 

2.0x 1.8 

1.9xトラ

A.cα7・otisint. A. cαγotおext.

0.8 x 0.4 1.6 x 1.4 

O.6xO.4 1.8X 1.5 

1.0 x 0.8 2.4 x 1.8 

06x0.4 2.1 x 1.8 

は ELLENBERGER& BAUMの記載の如く，桜めて
軽度の膨出を見たにすぎない。

金賞験例でj同分岐部に援し外預動販背内側か

ら後頭動肢を分出L，又その部の内側に接し上行

咽頭勤扱と忠われる小動膜の分自を見たc 又後宮~1

勤扱根部隊近に存在する頭動脹毛主;土肉限的に辛う

七て認められたが，とれに進入する小動脈は確認

不能で、あった。



主畑一一一犬の内頚動販掃の研究 169 

2. 組織撃的所見

主要検索部伎は総頚勤扱末端部，総頚勤扱;:+二.

端ど潟の移行部，i同部，i同と内頚動肢の移行部，

内頭説旗，外頭重bH長，後頭説旗竿小動j扱とその起
治部である。

(1) 各部所見

(a) 総立i勤肢末端部

管隠は大，管空i手く，内面千j骨でJJ!1I11ミ例と非

力IWlf~19U とのlIIHこは特に認むべき芸辻ない。

内膜スHえは主宰，内皮下屠極めて薄く内
皮ほ内g¥'宇佐桜に接L，1，局』所所.に於ける隠諒総器紺維I~の認

会知知i詰1凶妻難難i佐主でで‘あるο i内有羽5括持守草ij~担E担iオ亦!

E授克弾性1限i克ミに土比七ベやや1厚手い。
中肢: 筋屠は厚くかっ続税で，輪走21守的苦

から成る。管陸近くには内野性板よちもややうす

い布窓性弾性肢を多数千fL，その者度は内側J主慌

で外{Wlは比較的疎である。との持i空腹立弾性型動

j民に見られる綜な顕著な麿叔松配列を示さない。

クト股: 外野'¥:'主税捻!手く，主とLて縦走する

弾性殺者七より成り，中肢の外JMを包i♀iする。外弾

'1:'[:桜の外側に移行する部は結合組織で縦走千j骨筋

は認められない。

(副総頚動阪本端とj同の移行部

総頭動脹と掃の移行部立後者が前者におし約

30~450 の jちを以て背上前内方に沃出 L，討fX-の

接j鶴部は花1(¥1輸を形成する。語、頭動脈にlii1iちた移

行部の積額切片で、は続、頭勤扱とi同部とが同時に現

われる。.urJち外側部立前者の所・見であるが，内側

部は下J;から上jjに移行するに従い、詞部特官の所

見をちそする範i討が大と左担 ，i河の完全分自在前で

は全Nijのほぼ 1/3が拐壁の所見をこ呈する。との異

なった2担の組事長ο接燭部は手新進的な移行を示さ

宇に境界竿1]然として所前混合型の視を主するa 続

断切片標本で;主管院外側壁は総頚勤扱の像のまま

j斬三大タト室長動脈に移行するが， 内側壁には前部構治

との者I~j な移行換が見られる。移行部の内陸は炭

く内i百平沼で，その外側壁は内側壁に比べて一般

にJ'手い。

総闘;切g-標本にえられる移行部内側壁の像は

弐の如くである。

内膜: 内皮は正常，内皮下屠辻j同部記移行

するに従い結合組織を増Lやや肥厚の傾向を有し，

又所々交叉した弾'ji技泉維と，不明瞭で、はあるが内

弾性板内側に接して少数の平滑務拡細胞が認めら

れる。内弾性桜ほ総頚勤扱では著明であるが，と

の部に於ては漸進的に中政線維と密接L，又は分

散して内定下暑と混在する部分を認め，との所・見

は訴部内践の肥厚例に於て顕著である。

中膜: 筋屠ほ沼部記移行するに従いやや薄

くなるe とれに反して，内弾性桜及び中膜内側に

接し筋屠liHからjE:にg!il'性線維の増加i集合を来たし，

信j級殺を介在し互に吻合しつつ墜局されたより;態で、

居叔株主主L，調の中肢に移行する。従ってとの

部に於て外側注移行型，内側は弾性型の 2屠のf象

を呈する部が出現する。この移行f象を呈する部は

長さ約1.0--1.5mmである。

タトm. 外弾性板は総頭動振に於けると同誌
でるるが，一部総額:の中践に移行する如く見られ

るものもある。外膜結合組織の厚さは一般に薄い。

(c) lrIJ部
比較的管控ftiiく，壁の!手さ段綬、頭動E震によ七ベ

て逢かに薄く，横筋切片では壁の!司王.届したものを

見るととが多い。

内膜: 内皮ほ正常，内皮下唐の祇態は移行

部とほぼ、持綜であるが，その厚さは移行部によとぺ

てやや厚く，結合組斡註まi号砲及てよ、←部縦走千j号}}Jj

の混在したもの童文例を認めた。又弾'I~主ま泉維の微意íß

なもの或いは粗大乃至桜屠訟を呈するものも認め

られ，複雑な捧遣を立した。

検索例童文40例中2119tl(52.5%)に於ては内皮

下屠の検出困難であるが，抱の 19例 (47.5%)で辻

とれを認め，旦つその厚さは 5---56μ を示L，個

体主が著しい。 40例中 33例(82.5%)は内皮下屠

の!手さ 19ρ以下であるが，内膜肥!手伊!とjE、われる

20μ以上のもの 7例 (17.5%)が認められ，就中 34

μ， 46μ，56μの各190はむしろ病的所見とも考えら

れる。内肢のij~厚を縦断切片で、視察すると，認、頭

動膿分岐部中央附近から起り内頭動振移行部附近

に法:するが，内側混壁中央部に於て訟も厚く，外

側洞壁ではその確認は困難である。内皮下屠の検

出された 19例に就き縦走千活坊の出現iU¥態をみ
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ると，乙れを確認し得たもの 6例 (31.69記入存否不

明のもの 3例 (15.8%)，捻出し得なかったもの 10

例 (52.69話)である。 内弾性板は中模弾性屠桜と宅官

接し，殊に潟中央部に於てほ部分的に分散肢を呈

するもの，中民砕住居桜と吻合i{J¥を示すもの等を

見るが，その特別は容易である。

中摸: 管腔の犬なるに反して詞れの部分よ

りも薄い G 前記移行部からの童文僚の太い弾性屠板

は重屠の同心険性屠板(横断)， 並列性屠叔(縦断)

として見ちれ，との屠板は分i技吻合L絹日款を呈

する。 j脅板及び、網日rmに介在する千滑誌は縦断切
片では積欝涯を示すU}1らかな輪走筋で、あり，個々

の筋綾維ほ屠板|習に墜話された如くに見える。と

の各々の筋線維のi間擦は比較的資く，少量の結合

組織を件なう縮小弾性線維が見られる。 RPちとの
線雑誌弾性最叔より分自した弾性線維で、あ与，筋

線維の野性を補強する如くとれに接着被包する。

とれら中摸の主体を成す太い唐桜核弾性線維は右

窓弾性摸の所見を呈L， 約 7---10暑を教えた。

WOLHYNSKIが人体例で観察したという中膜内の

縦走筋及び横走筋の存在立認められなかった。

外摸: 外側には綻走性の細い弾性線維が出

現し，中摸に移行するi自には中等大の太さの童文僚

の線殺が見られた。 との線存在を近接勤張から観察

すると γ 一部は中膜より，他の大部分注タト膜から

由来した誌に見えるので，とれを外装所属のもの

とした。との線雑誌離断されて見えるととが多く，

その外側誌上主主の細い童文捺の線維から成る屠に移

行する。'その線粧の1m擦は庚く疎であ与，豆つ細
長く伸展する。とれらの線舗とから成る外践の厚さ

はほぼ、中践の 1---2倍で， 謬原総経及び結合組織

締胞を介在している。

(d) 洞と内頚動脈の移行部

縦警耳切片に就いて見ると， との部辻比較的庚

い内控をt有する潟が急:にその庚さを減じ管腔の

狭い厚い壁を右する内頚動脈に移行する部分であ

る。一般所見は沼下端の移行部に椴ているが，と

の部勤援の壁は所謂典型的な筋型重主張の後を示す。

縫って洞との接織部には明瞭左境界が示され，横

断面に於てドlij者を同部に認める場合は完全友混合

型として見られる。即ちとの際移行部下端内側に

筋型の壁が部分的に現われ，上方に移行するに従

い懸かる所見を jtする部分が増し，移行部末端近

.くに於て誌外側部に少部分の拐様構造を浅L，遂

には完全な筋型動脈の壁を有する内頭動援に移行

する。

内膜: 内皮は正常，内皮下屠は極めて薄く

少量の弾性級事tt及び、結合主11.識から成り，平滑筋は
認められ宇，内皮と内弾性板とが密着する如くに

見える。との部に於ける内弾性板試桜めて明捺に

護建ーする。

中膜: 内頚動脹に移行するに従いその厚さ

をま曾すと共に，内側のj草性屠板!誌に介在する平滑

筋の量は急激に増大する。従って一部洞構造と筋

型動脹の構造とが同時に現ーわれる。

外膜: 多量の結合組織から成るが，縦走平

滑筋を詮明し得ない。海部から移行する外践の弾

性記長維の一部ほ内頭動肢の中践に移行する如く見

えるが，大部分立縦走又は網扶を呈して外弾性叔

ι移行する。

(討内頚勤扱

内膜? 内皮は正常，内皮と議連可良な内弾

性桜は密接する如くに見え，内皮下屠は極めて薄

い。との部に於ける内弾性桜は波紋を呈している。

中膜: 筋麿辻!手く，旦つ綴密危:輪走平滑筋

から成り，結合組織に乏しく，縛也線維の量も極

めて少ない。しかし部分的に比較的太い弾性娘維

が内陸近くに介在するとともある。

外膜: 洞と内頚動旗の移行部よ与連績L，

やや紋密な外弾性板と結合組織から成る。

任j 外頚勤扱

経、頚勤扱に連綾L，一般所見は総頚動振と法

i室、同様であるが，中膜弾性線事往生総頚動1民主離れ
るに従い活第三た減少する。

(副後頭勤扱等小説脹とその起始部

内頚，外頚扇動脹の分i捜部から後頭動脹起訴

に至る血管壁にほ通常著I切な太い弾也緩和:が設建ー

する。

後頭動旗起部の小部分に血管壁がヨ~薄で，屠

板形成等調壁類似の構造主主Lた伊lJを多数認めたc

設中 40例中 1伊jではあるが， との部の血管壁に

限局された軟骨組織の設現が認められた。
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又後頭動脈起部に接して分1:HL，或いほとれ

に近く外頚動脈内背側から分出する小動脈(上行

咽頭動脈と思考する)起部の小部分に血管壁の~i

薄，軽度の膨出， 5'1~性腎板の形成等のi同様構治を
呈したもの多数を認めた。

とれらの部分の一般組織像では内肢の肥厚は

認められす"中肢は主に内弾性秘と並行した2--4

居の比較的!豆い 5>1i! '1生屠板から成るが，との r-l~ IØ~の

!手さは内規動脈洞のそれより透かに荷;い。外股と

!同J司瑚4引!凶f卦'f;]陥刷和紺l織の境界Jは主ι』
、との洞壁類似似、の構浩は極めてf局4部的2な=ものでで

あり， iliちに居中!正問筋組織が出現L，各々の本幹

に移行する。とれらの本幹は未だ中llYfに多量;の弾

性線維を合むが，管壁Ifj三く切らかな 3唐が匝分

Table. 3. Occurrence of Elastic Membrane 
in Tunica Media of Root of A. occipitαlis 
and Other Small Arteries 

Regions of Artery 
Animal No. Rootof l RootofOther 

A. occipitalis I Small Arteries 

1，12 十十

2 ++ 十十

3 ++うを

4 十十*

ラ + Pトイー後

6，11，13 ++* +十・持

7 ++後 十十

8，10 

9・ ++ 十十恭

14 ++ ト

15 十 」一、

16 十十持 十十

17，22，23，32 十十

20 十十特

26 十+徒骨

29，34，36，37，38 十+特

33，3ラ，39，40 ++ 

Animal No.ト15are transversaI sections， and 
animal No. 16-40 are longitudinal sections. 
十十 Arteryhaving much developed elastic 
membrane. 
+- Artery having little elastic membrane. 
一 Arterywithout detected elastic membrane. 
決 Sinus-likestructure. 
制 Arteryin which cartirage may be detected. 
/ Artery not seen in section. 

され，筋型動脈近似の{象を旦Lた。

検索線、数 40例中後頭動脈或いは共の他IJ、動

脈を検出し符た 31例に就いて中肢に於ける弾性

線維の護法:朕態をみると第3去の如くであるム

表示の如く後頭動脈を検出し符"tc.26例中後
頭動脈起部に砕性線維の護法:の極めて良好なもの

は 19例，やや護法:ずるもの 2例，特異な霊違法:を示

さないものが5例ある。又後頭動脈以外のIJ、動脈

を検出し得た 21例のIJ、動脈起部に於ける弾怯線

維の欣態をみると，その設建明瞭なものは 16Wtl，

やや後述するもの 2例，後遺をみないものが3例

である。とれらのうち洞壁類似の椛治(屠叔形成)

を確認し符・たものは後頭動脈起部に 11仰U， ~-tの

他ノj、動脈超部に 7例で・あった。

(2) 洞部並びに近接動脈の中肢の!手さ

各部所凡でi切らかなように， 1同部特異性の重

要要素は壁のヨt薄性特にその中肢の!手さにある。

従って著者は各例に就いてその中肢の厚さを計浪IJ

L，併せて近接動脈のそれと比較した。その成結

l主tH4去に示す如くである。
表示の如く横断切片 15例に就いてみると，

線、頚，外頭W1動脈の中肢の厚さはほぼ一致する。

又洞部と内頚動脈は，その管腔は前者が著しく践

し後者が透かに狭いのに反L，その中肢の厚さ

は洞壁の綴張の秤a度によるものとも忠われるが，

洞部，内頭動脈雨壁中肢の厚さの志の軽度なもの

及び尚皮の伊tl，即ち甚だLきに至つては内頭動脈

中肢が洞部中肢の 2.0，.....，2.5倍の!手さを有する例を

認、めた。洞壁に於ける内側壁と外側壁とを比較す

ると，一般に内側壁中肢は外側壁中股よりやや厚

いイ頃向由工ある。

縦断切片 25例に就いてみても， 各部中膜の

!手さの傾向は横断切片のそれに一致する。

(3) 洞の大きさ

j同の大きさはその内筏と長さの2駄によって

示すべきであるが， 1同壁はまF薄でやt，縮性をもって
いるために，人工力l1[il1例以外のものでは別出時又

は固定時に管隠の牧結及び邸周を生やる結果，測

定値に信頼性がないものと忠われる。それゆえ著

~.は洞長の計測方法と Lて横断切片で、は切片教と

その!豆さを基準とし，また縦断切片で、は線、頚動脈
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Tahle. 4. Comparisonof Thickness of Tunica 
Media in Various ArterIes 

Regions of Artery 

Animal 
A C(COm耐仰mz，o，lzri l|A.(cmeαoum同te) 地

Midodf 1e Sfp官oZtr4t8ion A.cαγot色
No. 

medial jl縦 ral
int. 

(mm) I (mm) (mm) 

0.13 0.13 0.06 0.06 0.08 

2 0.12 0.12 0.0ラ 0.05 0.08 
3器 0.12 0.14 0.06 0.05 0.07 

4 0.19 0.18 0.10 0.08 0.13 
ラ長 0.14 0.14 0.06 0.06 0.11 
6発 0.32 0.29 0.12 0.10 0.17 
7者 0.27 0.2ラ 0.14 0.08 0.18 

8 0.11 0.12 0.08 0.08 

9 0.17 0.1ラ 0.07 0.07 0.09 

10 0.14 0.1ラ 0.08 0.08 0.08 

11 0.12 0.10 0.08 0.07 0.10 

12 0.13 0.14 0.11 0.10 0.12 

13 0.18 0.17 0.07 0.07 0.13 

14 0.27 0.29 0.08 0.06 0.12 

iラ 0.18 0.20 0.08 0.07 0.12 

16 0.24 0.11 0.07 

17 0.22 0.20 0.10 0.10 0.12 

18 0.19 0.18 0.09 0.09 0.11 

19 0.18 0.21 0.10 0.08 0.12 

20 0.18 0.07 0.07 0.18 

21 0.22 0.21 0.10 0.09 0.27 

22 0.25 0.10 0.10 0.17 

23 0.28 0.1ラ 0.13 0.20 

24 0.29 0.26 0.14 0.11 0.17 

2ラ 0.30 0.12 0.10 0.18 

26 0.37 0.11 0.07 0.27 

27 0.27 0.29 0.13 0.10 0.21 

28 0.33 0.32 0.10 0.08 0.24 

29 0.34 0.36 0.13 0.11 0.19 

30 0.37 0.3ラ 0.14 0.10 0.23 

31 0.36 0.35 0.13 0.13 0.24 

32 0.27 0.33 0.11 0.11 0.20 

33 0.27 0.2ラ 0.09 0.06 0.18 

34 0.28 0.31 0.13 0.10 0.21 

3ラ 0.36 0.10 0.08 0.20 

36 0.34 0.33 0.13 0.11 

37 0.30 0.36 0.12 0.12 0.18 

38 0.30 0.31 0.12 0.08 0.23 

39 0.27 0.31 0.20 0.10 0.20 

40 0.42 0.1ラ 0.10 

Animal No. 1-1ラaretransversal sections， and 
animal No. 16-40 are longitudinal sections. 
養 Materialsinjected with formol. 
1: Artery not seen in ~ectiòn. 

より内頚，外頭雨動張分岐魚の中心を通過する綜

線をとり，拐起部から内頚鼓膜接積1'ij)に至る詰iさ

を測定して11f1J長とした。

上速の方法で各切片に就き洞長を浪1J)eじ得た

30例を一括表示すれば第5去の如くなる。

4例の入エカ¥l墜例に於ける内控測定値に闘L

ては坂越したが， 1同長ではi明らかに年齢差がみら

れる。 又非力11民間26例に就いてみても，同一年

齢犬でも個体差は認められるが，一般に年齢の増

加と共に洞長の増加する傾向がある。 1同長の主主も

小なるものは生後 10日の No.8の 1.3rnrn，最大

なるものは成犬のNo.30の 5.2rnrnで，生後2月

未満の幼犬ではほほ、 2.0rnm以内で焚異し， 2 n 

Tahle. 5. Showing the Increase of Longer 
S王'nusArteγ五αeGα1'otidisI nter官αewi白

the Increase of Age 

Animal No. Age of Ani m al I |Lenzt(b momf } sd包包lS

8 10 days 1.3 

10 30 " 1.7 

9 30 " 1.8 

2 38 1.4 

3奨 38 " 1.8 

11 2 months 2.4 

ラヘ 19 3 " 2.4 

18 3 " 2.ラ

17 3 2.6 

12 ラ" 2.5 

21 7 " 3.6 

lラ 2 years 2.4 

13 2 " 3.0 

6*， 7器 2 " 3.2 

24 2 " 3.4 

14 2 " 3.ラ

29 2 " 3.7 

33 2 " 3.8 

2ラ 2 3.9 

38 2 " 4.0 

37 2 " 4.1 

34，34 2 4.2 

28 2 " 4.6 

30 2 " ラ.2

31 ラ" 4.0 

39 14 " ラ.1

32 守 4.8 

長 Materialsinjected with formol. 
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以上1年未満の若犬では 3.0mm以内 1年以上

の成犬で辻 3.0mm以上のものが大部分でるる。

民iち、お長辻身長の増加に作なう年齢主主示jー

と共i亡，一定範幹i内の著明な個体主を示すと忠わ

れ， とのi時体主の 1誘因として， ~周壁内皮下麿の

縦走性子滑筋の設建純度及びそのJ投結扶態の芸が

想定される。

(4) 主要動脹の型別

洞及び近接動肢の所見をiザjらかにL得たので，

他の部位に於ける主要動脹及び分l岐部を比較封照

しとれらの血管型却を試みた。その成結辻第6

去に示す如くである。

即ちとれちを大おして弾力塑，移行型，筋型

号;に分類したが，芸J照部伎の所見中部整の構治に

類似するものは用語弾力型動訴である。 LかLと

れ等動旗に於ても局部的な中艇の三F薄，とれにí'1~

なう筋屠の減少，特殊な弾性唐松の形成，内肢の

TabIe. 6. A Classification of Various ArterIes 
According to Their Structure 

Animal No. 
Regions of Artery 

41 42 I 43 44 

ArCU8αortαG E z E E 
AortαthOl・αcicα E E E E 

TrunCU8 bγαchiocephαlicu8 E E E E 

Root of A. subclαvi，α E EIEI  E sinistra 

Root of A. subcl，αvi，α E EIEI  E dextra 

Root of .A cαrot色 com.m.. I T T j T I T dextra 

Middle pdaemrt tγoα f A. cαγotis 
co符tm.. I T I T I宝 T 

Upper pdaerzt t of A.cαγotお
com勿t.aexr;rα T T T T 

A.cαγotis int. M 話 M M 

A.cαγotis ext. T T T T 

A. lingualis M M M M 

R∞t of A. renα偽 T T 

Root of A. coeti，αcα 

R∞t of A. mesente，.icα T ! T cγαn. 

Rootof A. uitαcαext. T I T 

E e ETrlaasntsiciti土oynpael 
T: Transitional type 
M: Muscular type 
E.斑:盟osaictype 

HE厚，離走性千滑筋の出現寺;の票占に就いては洞壁

と異なっている。移行部類似ーの所見は 1例の腹控

室主訴起部に所謂混合型として見られたが，洞壁と

法全く異なった締法で，只弾力型勤扱から筋型重主

張への局部的移行後を示したにすぎない。

IV. 総括と考接

1. 肉摂的所見

内頚動旗手足部の膨隆に就き，著者の絵素した

40併の犬に於て無定置で肉践的に認め得る程度

の膨大を呈するものは比較的少なかった。しかる

に近接重力脹末桁を結禁後ホルマリン或いは澱粉注

入を行った拐jで怯局所に著u月な膨院が見られた。
ELLENBERGER & BAUMは民では軒疫の篠張にす

ぎないといい，著者のおに於ける所見もとれに一

致するが，人工主n間例の成結で、は幸子UJ)な膨大を認

め得た。よって犬のとの部はrE常の生体では血略

の影響によって一定の膨隆紋態を採つものと考え

られ，死後その膨大が軒度となるのは動脹内車j夜

。空虚に伴ない員!主主低下による管聖の収縮による

ためとJιわれる。 したがって死後な沿著1~1 な膨陵

扶態を残すものはむLろ病的所-見とも考えられ，

SCHWALBE，吾郎SWANGER等による人のとの部膨

大部の型別分委員は病竣例に於いて辻病用事的意義

はあるが，五常歌謡と Lての生sP.的意義を認め難

し、。

カIIr~仔tlに於ける洞部の内俸と内頭説脹のそれ

とのi誌に著明左会が見られた。従って力11慨により

洞部は内頚動脈によとべ透かに高度の損張を来たす

と共に，血計三受化I乙 1tf~なう部部の仲縮性反底が近

接動旗の何れよ与も著拐であると怒定される。

2. 組織畢的所見

総頭勤扱ば前上}jに移行するに従い，内弾性

救が著明となり，同時に中良弾性屠板の減少及び

筋麿の愛蓬:を伴えにう。その末端部に於てはな争中

膜筋居中に多量の弾性桜を混在し筋型に近い移

行型を呈L，管路は庚く，壁は厚い。

事jの雨端移行部のうち，上端移行部ほ完全な

筋型を呈する内頚動原の椿迭と、詞の構造とが局部

的に混合し，下端移行部は筋型に近い総頚動援の
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構造と混合する。即ち洞の特殊な構造はとれに接

する部分の構造ど漸進的に移行するものではなく，

全く異なった報識を接合したものである。

潟墜の内波注， 検索認、童文 40例のうち肥厚著

明なものが7拐jあち，とのうちでむLろ病的肥厚

と忠われるもの 3倒の厚さは 34μ，46μ， 56μ を

示したが，他の 33例は何れも 19μ以下でるった。

し.かし上速の 31~1jに於ても組織受性像は認められ

や，ただ 1例記於て後頭勤扱起部の車管壁に軟宇J'

組織の出現を認めただけで、ある。

内皮下屠の試走千j号筋は必一言、しも全例に捻出

されなかった。

潟は一見弾力型動際立たを呈するが，他。弾力

型動脈と異なり内陸の氏さに比べ中肢は薄く，主

に 7"，， 10 唐の著I~j な弾性唐桜に上って I'í められ，

その !~Iltこ小伎を出 LlI:に吻合する。中膜内輪走千

滑筋線維は弾性叔よりi坂出するま目IJ、弾性線維によ

り個々に分散され，その線維に包まれて砕性をこ禎

強された如き親を呈する。 WOLHYNSKIl土人に於

てとの部に絞走性千滑筋を認め，又横走筋の存在

をも記載している。著者は中膜内の縦走筋，横走

筋共に確認し得なかったが，本所見が人と犬との

種属的主異に基づくものか否か廷後詰積を改め報

告する議定である。

3. 組織撃的構這から考察した
潟の血霊感受性

洞法特殊な弾力型動脹の形援を一主L，誘導性

動肢の性を替び，しかも混壁は構造上強駿かつIlIH

民投ι寄むと同時に，比較的柔軟なうえ仲展牲に

官むものと忠われる。

動採血i主総頚動援を介Lてj同部記流入L，?え

いで内控の狭い内頚勤援に入るに詰って局部に強

い墜を輿える事は賞?;!~である。との際内頚動脈は

その構迄上f中展掠張性が少ないため，Tt誌の影響は

仲良性の大きい海部にあらわれて洞の影隆を来た

すものと考えられる。従って生体の生理的歌態で

潟壁誌常にむ度の影際を保ち，又盛L略礎化に営

つては洞部の接張或い丘牧結は他の隣接動販のそ

れによ七ぺ遥かに鋭敏にしかも著明に現われるが，

混の特異的構造上受{動的に容積をま蓮化する結果局

部に分布する知莞神経務末広機械的刺戟を輿え，

血間礎化を感受する求心的興奮をひき起すものと

忠われる。

著者江1UJ.l竪礎化の感受性興奮の設現機構をす

べて前の特殊構造によるものと解する。原田が犬

海膨隆部を外部より人工的に国定L，その伸展を

防止して行った賓験によ b，内国えを愛化しでも血

管反射は現われないが，国定を除去すると再び反

射は出現するといい，また反射の愛現段洞壁に封

する内堅よりも，むしろ洞壁の仲展に頭録すると

述べているが，とれらの関係は著者の組織所-見と

一致するものである。

4. 5同組綾像と近接動腰の類似性

著者は洞の分自部に蛍る外頚動脈内背側部に

著町j左太い世也線維が設現L，とれが後頭勤扱分

出部にまで及ぶものを見た。更に後頭動旗起部或

いほとの附近から沃出するJj、動脈起部に於ても部

類似の所見を呈する仰jを多数認めている。これら

の知見は潟に分布する古咽及び迷走神経の分布は

必宇Lも洞にのみ限局せ宇，とれらノj、動旗起部及

び頚動脹誌にも及ぶ事賓と， DECASTROが反努動

物の後頭勤扱起部に混椋膨大を見た事{弗!とを併せ

考え，極めて興味ある所見と忠われる。即ち潟類

似の反射感受部位が，後頭勤脹及びj二行咽頭動訴

と忠われるものの起部にも正常乃至異常例として

存在するもののようである。

とれらの部に於ける洞類似構造出現の意義に

就いては，内頚動脹の退化に 1't~t乙う ftf'ft性現象で

あるか，或い誌犬特石のもので通うるかの誌を各種

動物につき比較解説撃的研究主行い，後日報告し

たいと思う。

以上要するに著者は，内頚動}l1f¥混の特異構造

法草なる血!震に封する血管壁の抵抗或いは増強的

反感の意義に止まら宇，感受感受の機能上必要な

本実的構造と考えるものである。旦即Fちとの部に於

ける5弾草也t掠泉維及び
る強い!断f司京i註ミ計tに乙霊封JするE草五なる壁の樹冊a性を増すために生

じ7たこものでで、はなく，むしろ血墜に封悲し壁の損張

或いは仲展性に調興し，機械的科戟を知莞神経移

末記輿え，本構造自体が末梢惑莞器的意義を有す

るものと考える。
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v.結 論

(1) 内頚動脹i再 var.Sinus arleriae carotidis in-

ternaeは生体に於て膨隆を示すが，死後はJf5t綜す

る。死後なゐ著i拐な膨大を浅守するものは局所病

授の存在を示L，従って膨大部の型別分類法正常

体に於てはその立義を認め，難い。

(2) 洞ほ放血致死後の人工)11¥堅により著明に

膨大させ得るが，隣接部持に内頚動脹の損張は国

難;である。従って生体に於ても潟は血践の鑓化に

誌とて，抱の隣接部より遥かに容易且つ著i悶に仲

結ずる。

(3) 1.同に隣接する総質主主張の壁は浮く↓i肢

に多主の弾性桜をなじ，筋屠は綾卒者で所iiII~J)五~Sせに

近い移行型を示L，掃に績く内頭動脹ほ中波の!手
い筋型動1震である。

(4) 苦言!と総:t11動脈の移行部及び出と内頭動脈
の移行部l土ー・部に於て2積;一品志の接合する混合型

を主し，漸進的移行像を示さない。

(防5邸 1洞同の宗紺組i日江1.織像の本質;土む←

なりt)，i泊F持4壁;誌主土比仁較的薄くし，殊珠;に乙中肢{ば土F洞JH路空の!活成a'友，三{さ

によ仁べ版めてヨ去非iド;薄でで、ある。

(6) 洞の内袋内皮下屠は隣接諸説販のそれに

よ仁べやや浮く，その中に縦走平滑筋の出現する伊j

が多数あるが，その護;建程度立不定である。部内

践の尚度に把呼し.fd員j少数を認めた。

(7) 洞の中膜l主分岐吻合する 7，....，10屠の砕i主

屠桜を主としとの屠桜i主ー骨支弾力主'A動娠のそれ

より厚く←日つ疎である。中~内輪走三i可骨Îï滋j込者tほ

詰i性腎叔及びとれより分出する主ìU!J、5辛I~Eま~j~維によ

り分散し，その経度は極めて疎である。

(号 外sn勤扱内背側部中~内に者二i引な枠性線

維が出現L・3 その多く比後頭動脹分出部にまで及

JL 

後頭動振及びその抱IJ、動脹起部の小部分に血

管壁のゴF薄，ヰ1 í1克内 ~'r~'I主椋設の護j主，屠板形成主主

調柔f1{号、の桔起を示す例を多数認めた。とれらの所-

晃により，頚勤張問反射の主管部伎は内頚重主張llPJ

部であるが，正常或いほ異常的には後頭動探及び

IJ、勤扱起部も洞部類似の機能を営むものと忠われ

る。

(9) 拐及び近接動脹の所見と比較封照のため，

各主要動脈及び起部を設さをして洞格迄の特異J性を

梓認した。即ちj同の特異性護-現の機事事ほその生王m
的機能に件なう本質的なものであり，洞のI釘旦ミ感

受註興奮ほその鴻迂i上前壁の高度な伸縮性~乙由来

するものである。

稿を終るに当り終始御寮篤な笹o指導を賜わり笹n校認を

茶うした高沼教授に衷心感諜の;立を哲三げ，併せて工藤助教

授の多大な街援助を謹諾する。
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STUDIES ON SINUS ARTERIAE CAROTIDIS INTERNAE IN DOGS 

By 

Kitao FURUHATA 

(Prom the LαboratoryザVeterinaryAnatomy， FacultyザVeterinαη Medicine，
Hokkαido University， S.αpporo， ~~α，pan. ιhief: Prザ:K. TAKAl/ATA) 

Since BURNS (1811) many works have been published about swelling at ther，∞t of Art. 
carotis interna・ 50meauthors treated it as pathological deformation， and others . as normal 
structure sui generis. After HERING (1924)， who had estab1ished so-called HERINGS Sinus Reflex 
Theory， there appeared many physiological， pharmaωlogical or neurological studies accom-

panied by anatomicaI and histological investigations a1:out this region. But most of the 

previously reported work was done with human materials and it was ωncerned mainly with 

nervous elements of this part. These are reasons why the author attemped the present 

work from the viewpoint of comparative anatomy. 
The fol1owing were results obtained with materials out of 40 dogs (Table 1). 
(1) Results of submacrωcopic observations. 
a) The Sinus arteriae carotidis internae (= SACI) of healthy dog ki11ed by bleeding did not 
very remarkably swell up in fresh or fixed condition in situs， as many previous authors had 
reported. 
b) However， it was easy to make it swel1 up with pressure injected through Art. carotis 

communis of fresh materiaI in situs (Fig. 1). 50 it was proved that SACI of Iiving dog was in 
a swollen state. Such di百erenceof SACI shapes between the living and the post mortal 

∞ndition was also supposed to be due to the contractile property of SACI wall and the bl∞d 
pressure exerted upon it. 
c) Even by the pressure of added materials the diameters of SACI of dogs were ]ess 

than those of Art. carotis communis and Art. carotis externa， but were far greater than those of 
Art. carotis interna (Table 2). 
。)Micros∞がcalfindings about SACJ. 
a) In general， intimae of SACI wall were somewhat thicker than those of other arteries， 

and in several cases they were so remarkably thid王asto indicate hyperplasy (Fig. 5). 
b) In subendotherial connective tissue there were seen le路 ormore developed longitu-

dinal smooth musc1e長bresin many cases (Fig. 5). 
c) The whole thickness of SACI wal1 rnainly depends upon that of the media. Media of 

SACI wal1 were far thinner than those of Art. carotis communis， Art. carotis externa and A，・t.carotis 
interna (Table 4). 

d) The elastic lameI1ae. in media of SACI resembled those of the elastic type arteries， 
but they consist of only 7-10 layers; each lamella sends out many thinner blades and fibres 

to relatively wide interlarnella spaces forming networks by anastomosis (Fig. 4). 

e) The muscle fibres of media of SACI wall were ring sm∞th 
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to musc1e type upwardly. Art. carotis interna indicated itself as the ∞mpletely muscle type 
of artery (Fig. 7). 
(4) ln the transitory part of Art， carotis communis to SACI there was seen no gradual trans-
formation but sudden change of structure from the intermediate type to the elastic type of 
SACI. Within a short distance there was seen the feature of mosaic type of artery (Fig. 3). 

Between Art. carotis interna and SACI there was also similar transformation of mosaic feature 

(Fig. 6). 
(5) The author could not註ndany structure similar to that of SACI wall in his examina-

tions of many other main arteries of dog body， with the exceptions of r∞t regions of Art. 
occipitalis and another small artery (supposed to be Art. pharynダicaascendens) (Table. 3). Also there 

was not found any mosaic feature of transitory part， excepting only one case of the r∞t of 
Art. coeliaca (Table. 6). 

(6) On the、 wallsof Art. carotis communis and Art・carotisextf'rna there were seen a small 
amount of specially developed elastic fibres at the part corresponding to the roots of SACI， 

Art.むccipitalisand Art. pharynタicaascendens. 
(7) The sinus-like structures at the r∞t regions of Art. occipitalis and Art. pharyngica ascendens 
were notable for their much thinner dilated walls， and a few well-developed large elastic 
fibres .in them (Table 3， Figs.. 8， 9). 
(8) Considerations based upon the findings. 

a) The special features of SJlCI were not always passively brought about by the influence 
of blood pressure acting upon it， but also are due to their proper function as parts for the 
receがionof blood pressure fee1ing. 
b) The impulse of bl00d pressure fee1ing seemed to occur with simple mechanical 

stimulus introduced by dilation of SACI wall， because there were many sensitive terminal 
apparatuses of N.切ダusand N・タlossopharyngeusaccording to many previous author， and because 

the wall of SACI was constructed so as to dilate more easilyせ1anany other aτtery such as 

Art. carotis com1l1unis， Art. carotis externa or Art. carotis inferna. 

c) It is by the remarkable difference of wall construction between SACI and Art. carotis 
interna， that the author proposes to explain the wall swel1ing of SACI. It is easy to suppose 
the special elevation of blood pressure shall occur here and result in the wall swelling. 

d) It was suggested that the r∞t regions of Art. oecipitalis and Art. pharyngica ascenrlens may 
also have bl∞d pressure feeling or other s 
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Explanation of Pla士es

Plate 工

Fig. 1. Art. carotis communis and its branches. x 0.8. 
a) The left side of the ease injected through Art. cα7・oitscommunis with starch. 
b) The right side of non-injected materials， showing A-r・t.cαrotis commun認 (c.c.)，
Sinusαγteri，αe cαγot必お伽ternαe(8.)， Art. cαγotis伽ternα(cふ)， Art. cαγotis externα 
(c.e.)， Aγt. l伽gualis(1.). 

Fig. 2. Transversal section of A付.cαrot色 communisin case No. 43， showing ths presence 
of large meshed. network of elastic fibres. Elastic fibre stain. x 60. 

Fig. 3. Longitudinal section of the transitional part of A1・t.Cαγotis communis to the S鈎us

in case No. 28， showing the sudden transformation of structure from the intermediate 
type to the structure of Sinus. Elastic fibre stain. X 60. 

Plate II. 

Figs. 4， 5. Longitudinal section of Sin.us in case No. 38. 
Fig. 4 shows the thick intima and the remarkably developed media having elastic 
lamellae and many interlamellar anastomoses of thin邑bres.Elastic fibre stain. X 2うO.
Fig.ラshowsa small quantity of longitudinal smooth muscle fibres in subendotherial 
tissue， and the intermediate ring smooth rnuscle fibre with elastic larnellae and 
fibres in media. Haematoxylin and eosin stain. X 25つ.

Fig. 6. Longitudinal section of the transitional part of S仇usto Art. cαγotis初 ternαin
case No. 3ラ， showing the mosaic feature having the muscle type structure inside of 

rnedia. Elastic fibre stain. X 60. 

Fig. 7. Transversal section of Art. cα7・otお internαincase No. 43， showing the presence 
of a few elastic fibres and the large developed smooth muscle fibres. Elastic fibre 
stain. X60. 

Fig. 8. Longitudinal section of the root region oI Art. occip窃αfぉ incase No. 34， showing 
the sinus-like structure with a few detectable developed large elastic fibres in rnedia. 
Elastic fibre stain. X.2ラO.

Fig. 9.τransversal section of the root region of Art. phαγyngicααscendens in case No. 6， 
showing the sinus-like structure. Elastic fibre stain. X 2ラO.
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